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論文内容の要旨

本論文は， ‘システム・テストの設計および方式に関する研究'と題し，システム・テストの設計

およびテストの方式の決定に役立つ技法について理論的な研究を行った結果をまとめたもので，序論

および結論を含み全文 5 章よりなっている。

第 1 章は序論であって，システム・テストがシステムの稼動度を向上するうえできわめて重要な役

割をもっととを概説するとともに，この方面に関する乙れまでの研究状況の概観を述べ，本研究の乙

の分野における位置を明確にしている。

第 2 章は‘有限状態システムのテスト入力系列決定法、と題し，強結合の有限状態システムを対象

にして，乙の種のシステムの故障検出のためのテスト入力系列を求める方法について考究したもの

で，新しい入力系列決定法を提出している。すなわち，

(1) システム M。をある特定の状態に遷移させ，適当な入出力系列 11 -01 を与え，この関係を満足

するシステムの集合Mを求める，

(2) 扇の各要素と M。とを区別する最小入力系列 12min を求める，

という段階からなる方法論を導き出し， 11 として適当な入力系列について考究し ， 1 1 としては M。の

固有状態数を確認できる入力系列が適当であり，かっそうした場合のMを求めるアノレゴリズムを求め

て， 決定法を具体化して提案している。なおこの決定法を， 与えたシステムに適用して， 定量的に

評価し，乙の方法が乙れまでの方法に比べて優れたものである乙とを証明している。

第 3 章は‘故障検知のための観測出力決定の情報理論的考察グと題し，機能的に結合されたサブシ

ステムから構成されているシステムを対象 lとして，観測可能な内部端子の数が制限されている条件の

もとで，故障原因要素抽出のための観測出力を決定する方法について考究したもので，情報理論的な

考えを使って逐次観測出力決定法を考案している。すなわち，まず機能的に結合されたサブシステム
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で構成されるシステムを 1 個の出力をもっ論理ユニットからなる論理モデノレに変換したうえで，観測

出力のもつ機能を分析し，観測出力の原因要素抽出に関しでもつ平均情報量を情報理論でのJ情報量の

概念を適用して定義できることを示している。ついで， m。個の観測出力のうちK 十 1 個が使用でき

るとした場合について，決定操作が可能でかつ原因要素抽出に関して近似的に最大平均情報量の得ら

れる観測出力の組決定法として，付加ごとに最大平均情報量が得られるように逐次に観測出力を決定

するという逐次観測出力決定法を考案し，この方法によって得られる平均情報量と K 十 1 個の組によ

って得られる最大平均情報量との関係を解析して，乙の決定法の有効性を論証している。

第 4 章はミ最適システム・テスト方式に関する研究、と題し，システム・テストによってシステム

の稼動度の向上をはかる場合，保守度の導入が必要であることを指摘し，保守度を考慮した周期点検

方式について考察したもので，保守にかける時間をあらわすノマラメータ τ がシステムの稼動度にどの

ように影響するかを調べ，最大稼動度を与える τ を決定する表式を求めている。

第 5 章は結論であって，以上の研究により著者が新しく得た研究結果をとりまとめるとともに，あ

わせてこの分野での今後の問題を指摘したものである。

論文の審査結果の要旨

本論文に述べられている研究の業績を要約すると次のようになる。

(1) 第 2 章で，強結合の有限状態システムについて故障検出のためのテスト入力系列を決定する新し

い方法を考案している。この方法は，方法論的には，決定実行性ならびにテスト入力系列の短縮化

という 2 つの基本的な要求を最適に満足させるという点でテスト入力系列決定の指導理念にした

がったものであるといえるし， また技法としては，乙れまでに出されている Gill らの方法および

Hennie の方法では避ける ζ とのできない欠点-Gill らの方法は決定実行性の点から適用範囲が狭

いし， Hennie の方法で系列長が長くなるーを解決したものといえる。したがって，提案された方

法の適用範囲は，システム例に適用した結果から見てもわかるように， 少くとも Gill らの方法に

比べて広くなるし，また決定した系列長は Hennie の方法によるよりも短くなるという乙とで，こ

の方面に対する貢献は大きいと考えられる。

(2) 第 3 章で，機能的に結合されたサブシステムで構成されているシステムについて，観測出力の原

因要素抽出に関しでもつ平均情報量が定義され，これにもとづいて観測可能な観測出力の数が制限

されている条件のもとでの観測出力の組を決定する方法として逐次観測出力決定法が考案されてい

る。著者の行った観測出力の原因要素抽出に関してもつ平均情報量の定義は，乙の種の問題を定量

的に取扱えるようにしたという点できわめて有効な考えを提供したものといえる。観測出力の原因

要素抽出に関してもつ平均情報量を基礎にして，決定操作が可能でかつ近似的に最大平均情報量の

得られる逐次観測出力決定法を提案しているが，乙の方法は理論に裏づけられた技法として注目に

価するものである。もちろん，本章で述べられている考えおよび決定法は対象とするシステムを本

章 2 節のように規定している点また原因要素を 1 個としている点で， 直接の適用には限界がある
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が，この種の問題の解決に有力な基盤および手がかりを与えているといえ，乙の方面での著者の貢

献は大きいと考えられる。

(3) 第 3 章第 5 節で観測出力とテスト入力との互換性を証明し，第 3 章で観測出力について述べた結

果がテスト入力についても適用できることを指摘しているが，これも著者の一つの貢献であると考

えられる。

仏) 第 4 章で保守度を考慮に入れた周期点検方式を解析し，システムの最大稼動度を与える最適テス

ト時間を見い出す表式を求めているが， 乙の研究によって Moon の周期点検方式についての研究

をより現実的なものにしていることは著者の一つの貢献と考えられる口

以上のように本論文はシステム・テストの設計およびシステム・テストの方式について，新しい

考えを導入し，いくつかの間題を解決しており，乙の分野の発展に寄与する点が多いと考えられる

ので，博士論文として価値あるものと認める。
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